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四月から九月の祭事暦

 

四 

月

〇
神
武
天
皇
祭
遥
拝

四
月
　
三
　
日
（
月
）

〇
御
使
殿
大
御
供
式

四
月
　
九
　
日
（
日
）

〇
馬
頭
人
大
御
供
式

四
月
　
十
八
日
（
火
）

〇
宵
宮
祭

四
月
二
十
一
日
（
金
）

●
古
例
大
祭

四
月
二
十
二
日
（
土
）

〇
後
宴
祭

四
月
二
十
三
日
（
日
）

〇
昭
和
祭

四
月
二
十
九
日
（
土
）

 

五 

月

〇
喜
寿
莚
寿
祭

五
月
　
十
六
日
（
火
）

〇
米
寿
莚
寿
祭

五
月
二
十
八
日
（
日
）

 

六 

月

〇
御
田
植
祭

六
月
　
四
　
日
（
日
）

○
崇
敬
会
大
祭

六
月
二
十
五
日
（
日
）

○
六
月
古
例
祭

六
月
　
三
十
日
（
金
）

○
夏
越
大
祓
式

六
月
　
三
十
日
（
金
）

 

七 

月

○
金
婚
莚
寿
祭

七
月
　
十
七
日
（
月
）

 

八 

月

〇
万
灯
祭�

八
月
三
・
四
・
五
日
（
木
・
金
・
土
）

 

九 

月

○
九
月
古
例
祭

九
月
　
九
　
日
（
土
）

○
傘
寿
莚
寿
祭

九
月
　
十
四
日
（
木
）

○
秋
季
皇
霊
祭
遥
拝

九
月
二
十
三
日
（
土
）

○
抜
穂
祭

九
月
二
十
四
日
（
日
）

○
池
坊
献
華
式

九
月
二
十
七
日
（
水
）

○
講
社
大
祭

九
月
二
十
八
日
（
木
）

 

諸 

祭

○
御
日
供
祭

毎
日
午
前
七
時
よ
り

○
お
つ
い
た
ち
参
り

元
日
を
除
く
毎
月
一
日
の
午
前
七
時
よ
り

○
月
次
祭�

元
日
を
除
く
毎
月
一
日
・
十
五
日

※�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
変
更
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

古例大祭  ― 随身騎馬供奉 ―



ご

挨

拶

宮
司
　

岡
　
秀
和

　

太
古
の
遺
跡
に
は
、
数
多
く
の
祭
祀
物
や
壁
画
等
に
、
人
々
の
切
実
な
祈
り
が
見
て

取
れ
ま
す
。

　

人
に
よ
る
歴
史
が
刻
ま
れ
た
頃
よ
り
、
ま
だ
ま
だ
他
の
民
族
と
の
交
流
が
な
い
時
代

か
ら
祈
り
や
占
い
な
ど
宗
教
的
な
行
事
が
始
ま
り
、
祈
り
を
捧
げ
る
絶
対
的
な
も
の
を

神
と
し
て
、
そ
の
神
に
対
す
る
敬
仰
か
ら
信
仰
が
生
ま
れ
共
同
の
社
会
が
築
か
れ
て
き

ま
し
た
。

　

長
い
歴
史
の
中
で
、
教
義
や
経
典
が
生
ま
れ
教
主
が
そ
れ
を
説
き
、
人
々
が
生
活
す

る
中
で
、
秩
序
あ
る
健
全
な
社
会
が
築
か
れ
て
き
た
の
で
す
。
悠
久
の
時
の
中
で
、
多

く
の
宗
教
が
生
ま
れ
た
事
で
し
ょ
う
が
、
悪
戯
に
お
金
を
つ
ぎ
込
み
、
家
庭
が
崩
壊
す

る
ほ
ど
貧
困
に
陥
ら
せ
る
よ
う
な
教
え
が
宗
教
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
試
練
や
淘

汰
を
乗
り
越
え
、
常
識
を
逸
し
な
い
健
全
に
存
在
す
る
宗
教
こ
そ
人
を
救
い
護
る
本
来

の
宗
教
だ
と
思
い
ま
す
。

　

夙
に
日
本
の
社
会
に
於
い
て
は
、
社
寺
や
夫
々
の
家
庭
で
自
ず
と
神
や
仏
に
対
し
畏

敬
の
念
か
ら
社
会
の
秩
序
を
体
得
し
て
き
た
の
で
す
が
、
名
ば
か
り
の
狂
信
的
な
教
団

の
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
邪
教
の
跳
梁
跋
扈
に
気
が
付
か
ず
、
そ
の
教
え
が

生
活
の
全
て
に
な
り
、
我
欲
に
満
ち
た
教
団
の
活
動
を
許
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

戦
後
の
日
本
社
会
は
、
公
共
の
場
か
ら
宗
教
的
な
教
育
や
関
係
を
排
斥
し
た
こ
と
で
、

本
来
の
宗
教
と
の
区
別
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

健
全
な
共
同
社
会
を
営
む
上
で
、
普
遍
的
な
伝
統
と
歴
史
を
否
定
せ
ず
、
太
古
よ
り

培
わ
れ
て
き
た
心
の
支
え
と
な
る
宗
教
を
信
仰
す
る
事
で
、
清
浄
な
生
き
方
が
出
来
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

歴
史
と
伝
統
に
根
ざ
し
た
生
き
方

　

令
和
に
元
号
が
改
元
さ
れ
て
早
く
も
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
少
し
平
成
の
御
代
が

遠
の
い
た
よ
う
な
感
が
し
ま
す
。
昨
年
に
は
、
四
年
に
一
度
の
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
、
日
本
チ
ー
ム
が
活
躍
し
、
日
本
中
を
熱
狂
の
渦
に
巻
き
込
み
ま
し
た
。
俄

か
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
強
豪
と
言
わ
れ
る
ド
イ
ツ
や
ス
ペ

イ
ン
を
撃
破
し
た
事
は
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
が
世
界
と
対
等
に
渡
り
合
え
る
事
を
示
し
、

日
本
人
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
数
多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
が
有
り
ま
し
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
を
大
い
に
騒
が
せ
、
法

を
整
備
さ
せ
た
の
は
、
所
謂　

宗
教
問
題
で
あ
り
、
故
元
安
倍
総
理
が
奈
良
市
で
凶
弾

に
倒
れ
た
事
で
、
教
団
の
不
条
理
が
世
間
の
知
る
処
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
団
が
求
め
る
寄
付
は
異
常
な
ほ
ど
高
額
で
、
そ
の
家
族
が
被
る
被
害
状
況
は
社
会

問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
隣
人
か
ら
「
宗
教
は
怖
い
で
す
ね
」
な
ど
と

言
わ
れ
て
当
惑
し
ま
し
た
。

　

確
か
に
宗
教
は
怖
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
世
界
各
地
で
起
こ
る
数
あ
る
紛
争
の
原
因

の
一
つ
に
宗
教
間
の
対
立
が
あ
る
事
は
周
知
の
事
実
で
す
。

　

宗
教
は
人
や
自
然
の
持
つ
力
を
超
越
し
た
存
在
で
、
思
想
や
観
念
に
基
づ
く
教
義
や

儀
礼
、
行
事
を
行
う
こ
と
で
、
人
の
日
常
生
活
を
律
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
の
生
死

さ
え
左
右
し
ま
す
。
し
か
し
、
宗
教
が
無
け
れ
ば
、
生
き
る
支
え
や
祈
り
の
場
も
な
く

独
裁
政
権
の
中
で
綱
紀
紊
乱
風
俗
廃
頽
な
ど
と
い
う
現
象
が
起
こ
り
か
ね
ず
、
人
々
の

心
の
荒
廃
か
ら
、
社
会
秩
序
と
い
う
も
の
が
失
わ
れ
る
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

宗
教
と
そ
の
教
え
は
我
々
の
精
神
の
支
え
と
し
て
の
存
在
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
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三
月
十
七
日
、
今
年
の
豊
作
を
祈
る
祈
年
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

県
内
の
豊
年
講
員
を
代
表
し
て
長
浜
市
高
月
町
の
古
保
利
地
区
大
世
話
係
、�

大お
お

音と

壽ひ
さ

士し

氏
が
祈
年
使
を
ご
奉
仕
さ
れ
ま
す
。

豊
年
講
春
季
大
祭
祈
年
使
を
奉
仕
す
る
に
あ
た
り

�

祈
年
使　
大お

お

音と　

壽ひ
さ

士し

　

一
月
十
六
日
の
豊
年
講
大
世
話
係
会
に
お
き
ま
し
て
、

大
世
話
係
を
引
き
受
け
て
僅
か
三
年
ば
か
り
の
私
が
祈
年
使
と
い
う
大
役
を
務
め
る
事

と
な
り
只
々
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。　

父
が
永
年
、
豊
年
講
の
大
世
話
を
さ
せ
て
頂
き
、

私
も
小
さ
い
頃
よ
り
近
江
鉄
道
で
父
と
共
に
お
多

賀
さ
ん
へ
よ
く
お
参
り
し
て
い
た
記
憶
が
ご
ざ
い

ま
す
。
私
の
妻
も
生
誕
が
多
賀
町
で
此
度
の
お
役

に
は
強
い
ご
縁
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
教
員
退
職

後
は
地
元
神
社
の
総
代
や
自
治
会
の
役
員
な
ど
を

務
め
、
地
域
社
会
の
一
隅
を
照
ら
す
お
手
伝
い
が

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
田
ん
ぼ
は
一
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
村
の
農

業
の
担
い
手
の
方
に
お
任
せ
し
て
、
私
は
一
〇
ア
ー

ル
程
の
畑
で
野
菜
作
り
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

祈
年
祭
当
日
は
古
保
利
地
区
の
世
話
係
と
共
に

恙
な
く
お
祭
り
を
ご
奉
仕
申
し
上
げ
、
秋
の
五
穀

豊
穣
へ
と
祈
り
を
繋
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

四
月
二
十
二
日
、
恒
例
の
古
例
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
お
祭
り
は
鎌
倉
時
代
よ
り
連
綿
と
続
く
当
社
の
最
重
儀
で
あ
り
、
湖
国
の
春
を
彩

る
多
賀
ま
つ
り
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
の
お
祭
り
の
主
役
で
あ
る
馬
頭
人
に
は
彦

根
市
の
中
川
哲
氏
が
御
使
殿
に
は
地
元
多
賀
町
の
遠
城
温
大
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
一
月
三
日
に

差
定
め
を
受
け
大
役
を
ご
奉
仕
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
て
の
お
渡

り
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
以
前
の
よ
う
に
氏
子
中
に
よ
る
神
輿
・
鳳
輦
の
巡
行

と
騎
馬
約
四
十
頭
か
ら
な
る
総
勢
四
百
名
近
い
大
行
列
が
、
時
代
絵
巻
さ
な
が
ら
多
賀
の

町
内
を
練
り
歩
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

祈
年
祭
（
豊
年
講
春
季
大
祭
）

馬頭人　馬頭人　中中
なかなか

川川
がわがわ

　　哲哲
さとしさとし

  氏氏
昭和25年３月24日（72歳）昭和25年３月24日（72歳）
◦住所　彦根市芹川町
◦現職　◦現職　㈱昭和バルブ製作所 取締役会長㈱昭和バルブ製作所 取締役会長

御使殿　遠遠
えんえん

城城
じょうじょう

　　温温
あつあつ

大大
ひろひろ

 氏
平成18年８月12日（16歳）
◦住所　多賀町多賀
◦八日市高校１年

※令和５年３月１日現在

馬頭人の差符を受ける中川氏

御使殿の差符を受ける遠城氏
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一
、
多
賀
大
社
平
成
の
大
造
営

　

平
成
の
大
造
営
は
主
と
し
て
昭
和
初
期
造
営
の
壮
麗
な
社

殿
群
の
維
持
保
全
修
理
、
神
楽
殿
改
築
、
祈
祷
者
待
合
所
（
控

殿
）、
神
符
授
与
所
等
の
改
築
を
三
期
に
分
け
て
神
社
機
能
を

維
持
し
な
が
ら
平
成
十
四
年
よ
り
平
成
十
九
年
に
掛
け
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
期
工
事
は
社
寺
専
門
の
設
計
事
務
所
の
設
計
監
理
の

も
と
平
成
十
四
年
六
月
か
ら
十
五
年
十
月
迄
の
工
期
で
絵
馬

殿
を
仮
設
授
与
所
に
改
造
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
旧
来

の
神
符
授
与
所
、
祈
祷
者
控

室
、
舞
女
室
、
当
直
室
、
作

業
室
、
御
輿
庫
、
便
所
等
を

建
て
替
え
る
大
規
模
工
事
で

あ
っ
た
為
、
当
社
以
外
の
崇

敬
建
築
会
社
様
に
も
ご
協
力

頂
け
る
様
に
工
種
毎
に
分
離

発
注
形
式
を
取
り
、
当
社
は

仮
設
、
石
、
木
、
屋
根
、
木

製
建
具
、
内
装
な
ど
の
工
種

を
担
当
し
ま
し
た
。
完
了
後

は
参
拝
者
の
人
の
流
れ
も
順

調
に
な
り
、
快
適
に
お
参
り

頂
け
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
期
工
事
は
平
成
十
五
年
七
月
か
ら
十
七
年
十
二
月
迄

で
、
神
楽
殿
改
築
を
中
心
事
業
と
し
て
、
拝
殿
及
び
東
西
廻

廊
、
表
門
及
び
左
右
築
地
塀
の
屋
根
葺
替
や
各
所
修
理
、
幣

殿
及
び
祝
詞
舎
、
同
東
西
翼
廊
廻
廊
の
屋
根
葺
替
及
び
修
理
、

表
門
脇
の
愛
宕
、
秋
葉
神
社
改
築
、
能
舞
殿
控
室
改
築
な
ど

各
所
修
理
も
含
み
、
多
岐
に
亘
る
維
持
保
全
工
事
で
し
た
。

　

第
三
期
工
事
は
平
成
十
七
年
八
月
か
ら
十
九
年
十
月
迄
で
、

手
水
舎
、
み
く
じ
舎
、
制
札
舎
の
修
理
と
屋
根
葺
替
、
本
殿

屋
根
葺
替
、
箱
棟
、
鬼
、
千
木
勝
男
木
取
替
、
周
囲
築
地
塀

を
廻
廊
に
改
造
、
屋
根
葺
替
、
本
殿
廻
り
透
塀
及
び
北
唐
門

屋
根
葺
替
、
潔
斎
所
及
び
儀
式
殿
改
修
模
様
替
を
行
い
、
平

成
の
大
造
営
は
新
し
い
生
命
を
注
入
し
工
事
は
全
て
完
結
し

た
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
造
営
期
間
中
に
は
、
文
化
財
保
護
法
の
適
用

を
受
け
多
賀
大
社
の
荘
厳
を
末
永
く
維
持
す
る
為
に
、
こ
の

社
殿
群
（
十
一
棟
）
を
多
賀
町
よ
り
、
町
指
定
文
化
財
に
指

定
し
て
頂
い
た
事
は
文
化
財
を
扱
う
私
共
に
と
り
ま
し
て
も

大
変
有
難
い
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
造
営
で
一
番
悩
ん
だ
の
は
、
エ
ア
コ
ン
や
床
暖

房
を
用
い
る
祈
祷
控
室
や
廊
下
の
床ゆ
か

及
び
カ
ウ
ン
タ
ー
を
無

垢
材
で
施
工
す
る
こ
と
で
し
た
。
乾
湿
に
よ
る
伸
縮
が
少
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
（
針
葉
樹
は
多
い
）
タ
イ
国
を
原
産
と

す
る
果か

林り
ん

を
用
い
て
現
地
で
乾
燥
、
加
工
を
し
て
貰
い
、
下

駄
箱
迄
も
同
材
で
調
え
て
頂
い
た
事
、
今
で
は
成
功
し
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

造
営
終
了
後
も　

平
成
二
十
年
に
は
日
向
神
社
本
殿
修
理
、

二
十
二
年
に
は
年と
し

神が
み

神
社
、
竃か

ま
ど

神
社
、
二
十
三
年
は
子
安
神

社
修
理
改
築
等
に
続
き
、
二
十
四
年
は
応
接
室
貴
賓
室
等
屋

根
葺
替
、
二
十
五
年
は
奥
書
院
（
県
文
化
財
）
潔
斎
所　

二
十
六
年
は
多
賀
講
総
門
、
二
十
八
年
は
末
社
三
宮
神
社
、

聖
神
社
の
各
屋
根
葺
替
、
三
十
年
御
輿
庫
と
屋
根
葺
替
と
工

事
は
続
き
、
多
賀
大
社
へ
は
日
々
足
を
運
ば
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
様
に
数あ
ま
た多

の
工
事
に
携
わ
る
事
に
よ
り
、
工
匠
と
し

て
も
多
く
の
示
唆
を
得
て
、
先
達
の
偉
大
さ
に
改
め
て
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。

第２回
新しい神楽殿

拝殿・東西翼廊

一新された神符授与所・祈祷者控殿

表門・築地塀

幣殿

宮
大
工
　
西
澤
　
政
男
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西
澤
　
政
男
（
に
し
ざ
わ　

ま
さ
お
）

昭
和
十
九
年
生
ま
れ

・
㈱
西
澤
工
務
店　

代
表
取
締
役

・
一
級
建
築
士
・
一
級
技
能
士
（
大
工
）

・
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
無
形
文
化
遺
産
」
登
録

　

伝
統
建
築
工
匠
の
会　

副
会
長

　

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建
築
物
は
何
度
も
修
理
延
命

し
て
貰
い
、今
日
迄
伝
世
し
て
来
た
「
生
命
力
の
強
い
建
築
」

の
実
証
例
で
す
。

　

私
達
は
こ
れ
ら
の
修
理
工
事
を
通
じ
、
生
命
力
の
源
を
学

習
し
、
新
し
い
造
形
に
反

映
で
き
る
様
に
日
々
の
精

進
努
力
は
尽
き
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
そ
の
生
命
力
の

源
で
あ
り
、
人
々
の
崇
敬

を
集
め
得
る
素
晴
ら
し
い

形
と
は
建
築
の
何
処
に
あ

る
の
か
。
先
輩
か
ら
聞
い

た
大
工
の
戯
れ
言
に

「
大
工
と
雀
は
軒
で
鳴
く
」

「
カ
カ
と
普
請
は
遠
目
に
見
よ
」

「
一
格
好
、
二
材
料
、
三
仕
事
」
と
か
言
わ
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
屋
根
の
姿
、
形
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
を

言
っ
て
居
ま
す
。
古
来
先
達
も
こ
れ
に
心
血
を
注
い
で
来
ま

し
た
。
理
想
的
な
建
築
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
各
部
の
寸
法
、

木
材
の
太
さ
な
ど
を
比
率
化
し
、
体
系
化
し
た
も
の
を
「
木

割
」
又
は
「
木
割
法
」
と
言
い
、
書
物
と
し
て
遺
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
墨す
み

壺つ
ぼ

や
指さ

し

矩が
ね

を
用
い
て
木
材
に
直
接
に

勾
配
に
関
わ
る
墨
付
け
を
す
る
時
は
、
三
角
法
や
幾
何
学
を

用
い
た
「
規き

矩く

術じ
ゅ
つ

」
と
い
う
技
術
を
確
立
伝
承
し
、
こ
れ
も

書
物
で
遺
し
て
く
れ
て
居
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
大
工
は
必
須
知
識
と
し
て
必
死
に
勉
強
し
ま
す

が
、
こ
れ
が
ま
た
超
難
解
で
、
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い
の

に
、
更
に
「
美
し
く
て
、
丈
夫
で
長
持
ち
し
、
使
い
易
く
、

時
代
に
淘
汰
さ
れ
て
も
生
き
残
れ
る
建
築
」
を
求
め
る
為
、

我
々
大
工
は
死
ぬ
ま
で
勉
強
と
言
わ
れ
て
い
る
と
お
り
で
す
。

二
、
社
寺
建
築
に
求
め
ら
れ
る
も
の

　

神
仏
を
崇
敬
す
る
時
、
人
々
は
お
祀ま

つ

り
し
て
あ
る
建
築
物

（
神
社
・
寺
院
）
も
含
め
て
信
仰
の
対
象
と
考
え
る
こ
と
が

多
い
。
即
ち
、
建
築
そ
の
も
の
に
も
崇
敬
の
対
象
た
り
得
る

品
格
や
荘
厳
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

優
れ
た
建
築
は
世
紀
を
超
え
て
人
々
の
尊
崇
を
集
め
、
腐

朽
破
損
し
て
も
、
後
世
の
人
々
に
素
晴
ら
し
い
が
故
に
取
壊

し
で
な
く
修
理
延
命
し
て
貰
え
る
力
（
生
命
力
）
を
宿
し
て

居
る
と
言
え
ま
す
。

お
わ
り
に

　

神
社
や
寺
院
の
建
築
が
備
え
る
べ
き
、
時
代
を
超
え
て
受

け
継
が
れ
、
生
き
残
れ
る
「
日
本
人
の
感
性
や
美
意
識
に
適

合
し
た
形
」
と
は
ど
ん
な
も
の
か
自
分
な
り
に
考
え
ま
し
た
。

一
、
具
備
す
る
形

水
平
、
垂
直
、
対
称
性
、
均
衡
あ
る
安
定
感
、
デ

ザ
イ
ン
の
成
熟
性
、
ス
マ
ー
ト
で
力
強
い
躍
動
感
、

品
と
格
、
荘
厳
性
、
淡
白
な
自
然
体
、
重
厚
で
軽
快
、

清
浄
で
緊
張
感

二
、
排
除
す
べ
き
こ
と

奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
や
稚
拙
な
デ
ザ
イ
ン
、
未
熟
な

思
い
付
き
や
創
作
、
個
性
や
独
創
性
、
作
る
人
の

自
己
主
張
、
不
浄
、
珍
妙
、
滑
稽
、
軽
薄
、
下
品
、

鈍
重
、
沈
滞
、
作
意
的
、
不
自
然
な
形

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
長
年
の
淘
汰
を
経
た
大
工

技
術
は
伝
統
文
化
と
し
て
今
に
継
承
さ
れ
、
現
代
の
物
の
豊

か
さ
、
便
利
さ
や
、
機
能
性
等
の
物
質
文
明
全
盛
の
時
に
、

日
本
人
の
精
神
を
支
え
る
日
本
文
化
の
中
で
輝
き
を
放
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
若
い
人
達
に
「
反
り
」「
増
し
」「
隅
延
び
」

な
ど
先
人
が
遺
し
て
く
れ
た
「
美
意
識
を
表
現
す
る
手
法
」

を
伝
え
、
本
物
の
日
本
文
化
を
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
標
に

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

※�

多
賀
大
社
の
社
殿
に
関
わ
る
維
持
・
管
理
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
、

㈱
西
澤
工
務
店 

代
表
取
締
役 

西
澤
政
男
様
に
社
報
へ
の
寄
稿
を
依

頼
し
、
二
回
に
わ
た
り
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

鬼板の加工

本殿

手水舎

儀式殿エントランス

本殿北・東・西の築地塀廻廊・透塀・唐門
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◆
愛
荘
町

久
保
田
敬
司

久
保
田
美
乃
里

◆
近
江
八
幡
市

徳
田
　
為
宏

徳
田
　
純
子

岡
田
　
充
弘

西
川
　
浩
司

瀧
口
喜
三
男

瀧
口
み
き
枝

岡
田
　
正
治

松
浦
　
清
隆

◆
大
津
市

松
本
　
　
勉

◆
草
津
市

中
嶋
　
辰
也

本
村
　
隆
行

本
村
　
都
美

日
柳
　
皓
之

◆
甲
賀
市

井
用
　
隆
弘

藤
田
　
郷
史

髙
山
　
喜
信

小
倉
　
孝
二

高
田
　
謙
二

小
川
　
佳
伸

小
川
　
明
美

西
堀
　
正
一

西
堀
　
誠
一

宮
尾
　
英
明

荒
田
　
栄
作

奥
長
　
代
司

中
川
孫
三
郎

髙
山
　
彦
男

伏
木
　
篤

大
久
保
信
也

糟
井
　
淳
史

清
水
　
市
也

寺
本
　
義
信

中
川
　
茂
樹

岩
﨑
　
俊
裕

田
中
　
茂
樹

田
中
智
佐
人

大
橋
　
慎
一

梅
本
　
浩
幸

北
川
　
孝
敏

杉
野
　
美
香

片
桐
　
正
治

佐
倉
　
幸
男

森
　
　
吉
和

大
川
　
一
利

◆
東
近
江
市

福
山
　
幹
雄

小
西
　
洋
史

鈴
木
　
与
市

中
川
　
　
進

下
川
　
雅
弘

木
村
　
一
博

巽
　
　
康
弘

巽
　
　
憲
子

西
山
　
千
秋

奥
出
　
里
美

宮
地
　
秀
和

宮
地
　
妃
美

大
橋
　
史
和

林
　
　
重
信

西
﨑
　
　
彰

佐
野
正
一
郎

辰
巳
　
勝
則

山
﨑
　
敏
史

木
下
　
浩
幸

◆
甲
良
町

田
中
　
数
人

◆
多
賀
町

西
村
　
　
誠

吉
田
　
光
浩

吉
田
　
早
苗

三
木
　
治
夫

奥
川
　
英
世

◆
豊
郷
町

堀
　
　
常
一

◆
長
浜
市

村
﨑
　
一
郎

蒲
生
　
仙
治

田
中
　
一
徳

中
村
　
隆
裕

野
本
　
雅
史

野
本
伊
久
夫

河
瀬
　
清
之

中
嶋
　
秀
行

宮
村
　
昭
男

岡
本
　
正
昭

中
嶌
　
嘉
啓

冨
岡
　
　
健

土
田
　
康
明

中
川
　
京
之

饗
場
　
伸
一

梅
本
　
政
人

内
藤
　
真
二

中
井
　
清
満

前
田
　
直
樹

宮
川
　
左
衛

宮
島
　
浩
一

矢
守
　
慶
光

角
川
　
宗
弘

伊
藤
　
克
美

植
松
　
清
晴

加
藤
　
　
亮

中
川
　
亨
一

岡
島
　
義
孝

宮
﨑
　
将
利

民
徳
　
　
悟

桐
　
忠
一

齊
田
　
益
男

杉
野
　
吉
成

田
付
　
嘉
弘

河
﨑
　
義
隆

杉
田
　
　
浩

里
田
　
起
明

豊
田
　
浩
一

川
原
﨑
雅
明

荻
野
　
藤
典

荻
野
　
博
美

中
嶋
　
聡
史

外
川
　
靖
子

川
副
　
眞
紀

◆
彦
根
市

川
下
　
強
志

𠮷
川
　
英
二

小
川
　
雅
章

小
川
　
孝
子

田
付
　
利
之

大
橋
　
伸
康

山
本
　
陽
一

山
本
　
弘
美

菊
川
　
太
嗣

若
林
　
　
進

◆
日
野
町

持
田
　
和
徳

山
口
　
明
一

久
保
田
幸
雄

仲
谷
　
邦
雄

中
嶋
　
庄
一

福
本
　
修
一

◆
米
原
市

廣
田
　
勝
徳

堀
江
か
お
り

◆
栗
東
市

中
村
　
忠
夫

西
田
　
良
一

田
中
　
康
人

田
中
　
啓
久

◆
竜
王
町

竹
山
　
　
勉

澤
井
　
一
雄

西
村
三
代
司

二
月
三
日
、
節
分
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
も
感
染
対
策
を
講
じ
、
神
職
・
還
暦
奉
仕
者
に
よ
る
祭
祀
と
厄
払
い
神
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

ご
奉
仕
の
ご
縁
を
以
て
節
分
会
員
に
な
ら
れ
た
一
四
一
名
の
皆
様
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

奉
仕
者
ご
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

❖ 

御 

礼

福
豆
奉
納　
　
　

神
﨑　

治

鬼
神
楽
奉
納　
　

因
原
神
楽
団
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お
子
様
が
生
ま
れ
て
初
め
て
お
宮
さ
ん
に
お
参
り
す
る
事

を
「
初
宮
詣
り
」
と
言
い
ま
す
が
、
当
社
で
は
ご
祈
祷
の
際
、

こ
の
子
安
台
に
お
子
様
を
寝
か
せ
、

お
鈴
の
お
清
め
を
お
受
け
頂
き
ま

す
。
現
在
の
子
安
台
は
経
年
に
よ

る
傷
み
も
見
ら
れ
る
事
か
ら
、
こ

の
度　

彦
根
市
在
住　

西
山
繊
維

㈱
代
表
取
締
役
社
長　

西
山
憲
和

様
よ
り
新
た
に
子
安
台
の
ご
奉
納

を
頂
き
ま
し
た
。
西
山
様
の
ご
篤

志
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

神
社
建
築
に
は
階
段
が
多
く
、

当
社
に
お
き
ま
し
て
も
高
齢
者
の

ご
祈
祷
の
際
に
は
階
段
が
何
か
所

か
あ
り
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
度
、
少
し
で
も

階
段
の
上
り
下
り
の
助
け
に
な
れ

ば
と
手
す
り
を
設
置
致
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
は
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
だ
け
で

は
な
く
全
て
の
参
拝
者
に
対
応
出

来
る
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

令
和
五
年
一
月
一
日
よ
り
、
新
し
く
「
仕
事
守
」
の
授
与
を
開
始
い
た
し
ま

し
た
。

　

仕
事
に
関
わ
る
様
々
な
悩
み
の
解
消
や
良
い
仕
事
に
恵
ま
れ
る
な
ど
、
仕
事

に
関
わ
る
願
い
事
が
叶
い
ま
す
よ
う
、
ご
祈
願

を
込
め
た
お
守
り
で
す
。

　

皆
様
の
お
願
い
事
が
花
開
き
ま
す
よ
う
、
境

内
に
咲
く
「
さ
さ
ゆ
り
」（
多
賀
町
の
花
）
を

あ
し
ら
い
奉
製
い
た
し
ま
し
た
。

�

初
穂
料
　
一
〇
〇
〇
円

　

こ
の
度　

岡
島
春
美
氏
よ
り
絵
画
の
ご

奉
納
を
頂
き
ま
し
た
。

　

岡
島
氏
は
平
成
十
六
年
に
も
御
祈
祷
控

殿
竣
功
を
記
念
し
て
絵
画
の
ご
奉
納
を
頂

い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
は
一
〇
〇
号

の
大
作
を
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

　

毎
年
多
賀
大
社
で
は
一
月

一
日
よ
り
一
月
五
日
ま
で
賀

状
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
県
内
各
校
よ
り
ご

応
募
頂
い
た
六
六
五
〇
点
の

中
か
ら
二
二
〇
四
点
を
展
示

致
し
ま
し
た
。

最優秀賞

⃝大滝たきのみやこども園�
� 富尾　桜奈

⃝米原小学校� 竹中　堂真

⃝和邇小学校� 田中進一郎

⃝八幡小学校� 松岡　依吹

⃝多賀中学校� 小島　多喜

� （敬称略）

第
45
回
多
賀
大
社
「
賀
状
展
」

子
安
台
ご
奉
納

手
す
り
設
置

絵
画
ご
奉
納

新
規
授
与
品 

「
仕
事
守
」

7
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当
社
で
は
結
婚
五
十
年
を
迎
え
ら
れ
た

ご
夫
婦
を
対
象
に
金
婚
莚
寿
祭
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
本
年
は
七
月
十
七
日
（
月
）

に
執
り
行
い
ま
す
。

　

参
列
ご
希
望
の
方
に
は
案
内
状
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

本
年
は
昭
和
四
十
九
年
も
し
く
は
昭
和

四
十
八
年
に
ご
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

奥
さ
ま
へ
の
労
い
、
旦
那
さ
ま
へ
の
感

謝
、
そ
し
て
結
婚
六
十
年
目
の
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
」
七
十
年
目
の
「
プ
ラ
チ
ナ
婚
」

に
向
け
て
健
康
で
お
過
ご
し
頂
け
る
よ
う

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

参
加
費　

�

ご
夫
婦
で
二
万
円�

（
祈
祷
料
・
記
念
品
・
お
食
事
）

　
「
参さ
ん

詣け
い

曼ま
ん

荼だ

羅ら

」
と
は
、
参
拝
と
信
仰
を
促
す
為
に
描
か
れ
た
絵
図
で
、
当
社
で
は

坊ぼ
う

人に
ん

と
呼
ば
れ
る
社
僧
達
が
全
国
に
多
賀
大
社
を
広
め
る
際
に
、
こ
の
「
ま
ん
だ
ら
」

を
携
行
し
当
社
の
由
緒
や
ご
神
徳
を
説
明
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ん
だ
ら
」
に
は
当
時
の
社
頭
の
風
景
が

克
明
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
一
方
お
渡
り
の
様

子
、
能
や
巫
女
の
神
楽
、
馬
を
引
く
人
、
門
前

町
の
賑
わ
う
様
子
な
ど
、
見
る
人
に
ご
利
益
の

あ
り
が
た
さ
や
参
拝
の
意
欲
を
募
ら
せ
る
よ
う

な
様
子
も
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
参さ
ん

詣け
い

曼ま
ん

荼だ

羅ら

」
を
眺
め
て
い
る
と
当
時

の
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
、
さ
な
が
ら
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
い
る
感
に
陥
り
ま
す
。

期
　
間　

令
和
五
年
五
月
三
日
～
五
日

　
　
　
　

午
前
九
時
～
午
後
四
時

拝
観
料　

五
〇
〇
円
（
庭
園
拝
観
含
む
）

　

こ
の
し
だ
れ
桜
は
当
社
の
境
外
末
社
で
あ
る

井
伊
神
社
（
彦
根
市
古
沢
町
）
の
境
内
に
あ
り

ま
す
。
幹
周
り
は
二
ｍ
を
超
え
、
彦
根
市
指
定

保
存
樹
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
桜
は
彦
根

藩
第
十
三
代
当
主
の
井
伊
直
弼
公
お
手
植
え
と

も
伝
わ
る
古
桜
。
普
段
は
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い

る
境
内
で
す
が
桜
の
時
期
は
華
や
か
な
明
る
さ

で
包
ま
れ
ま
す
。

　

毎
年
四
月
上
旬
頃
か
ら
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

多
賀
大
社
へ
お
参
り
の
後
、
少
し
足
を
延
ば
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

金
婚
莚
寿
祭
の
ご
案
内

隠
れ
た
桜
の
名
所

春
の
特
別
展
「
多
賀
大
社
参
詣
曼
荼
羅
」
の
ご
案
内

〒522-0341 滋賀県犬上郡多賀町多賀 604
tel.0749-48-1101　　fax.0749-48-1105
 info@tagataisya.or.jp

http://www.tagataisya.or.jp

多賀大社 検 索

@tagataisya.official @tagataisya

　

昨
年
10
月
21
日
よ
り

公
開
さ
れ
ま
し
た
映
画

「
線
は
、
僕
を
描
く
」
を

皆
さ
ん
は
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
か
？ 

実
は
こ
の

映
画
の
ロ
ケ
地
と
し
て

当
社
が
多
く
映
っ
て
お
り
ま
す
。
右
の
写
真
は
映
画

の
中
で
描
か
れ
た
水
墨
画
の
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
た

時
の
様
子
で
す
。
最
近
は
若
者
を
中
心
に
聖
地
巡
礼

と
呼
ば
れ
る
映
画
や
小
説
な
ど
の
舞
台
、
そ
の
作
品

と
縁
（
ゆ
か
り
）
の
あ
る
場
所
を
巡
る
事
が
流
行
っ

て
お
り
、
当
社
に
も
映
画
公
開
よ
り
多
く
の
方
が
訪

れ
ま
し
た
。
巡
礼
者
の
多
く
は
神
社
に
お
参
り
す
る

こ
と
が
目
的
で
な
い
の
が
寂
し
い
気
も
し
ま
す
が
、

今
回
の
巡
礼
を
機
会
に
少
し
で
も
神
社
に
触
れ
、
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
聖
地
を
巡
る
若
者

た
ち
を
見
守
っ
て
お
り
ま
し
た
。

記

後

集

編


